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ミトコンドリア DNA の証言

　ジェネシスジャパン会員の K

さんから「全面的な遺伝子調査
は 進 化 論 の 新 し い 局 面 を 示 す
(Sweeping gene survey reveals new facets 
of evolution)」1 という記事があるが、
これをどう捉えたらよいかとの問
い合わせをいただきました。
　これは米国ロックフェラー大学
のマーク・ストックル博士が 10
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万種の動物の COI 遺伝子（ミトコ

ンドリア DNA に含まれる 37 の遺

伝子の 1 つ）を比較した結果を発

表したものです。

　生物学では、特定の種類の動物

が絶滅せずに長く存続すればする

ほど突然変異が蓄積され、同じ種

類の動物に現れる遺伝子の差異が

増大していくと考えます。ですか

ら、もし進化論が正しく、地球上

に古い動物種と新しい動物種が存

在しているなら、それらを比較す

ると古い動物種内の遺伝子の差違

はかなり大きくなるはずです。彼

の研究は、10 万種の個々の種内

の遺伝子の差違を調べることで、

それぞれの生物が、いつ頃出現し

たかを発見できるはずでした。

　彼は、AFP 通信に「この結論に

は非常に驚かされ、できる限りこ

れに抗おうとした。」2 と述べてい

ます。その結論とは地球上の動物

ジェネシスジャパン会長
宇佐神　実

　　　　　AACC Japan/ 海外講師に感謝状を渡した宇佐神実会長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　                                 　　　　　　　　　　　　　　　　記念撮影　　　　　　

遺伝子からわかる真相
人間と動物は同時期に出現した。

AACC  JAPAN 報告

　　多くの祈りと奉仕に支えられ AACC 日本大会は、
　創造主の祝福のうちに終了しました。（4 ページに続く）
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ません。その証拠に私たちは日常、
鼠と猫、鼠と犬の中間種などが生
きているのを見ることもありませ
ん。中間種は進化論の推測の中に
だけ存在しているのです。 

　かつて、ハーバード大学の有名
な進化論者、故スティーブン・J・
グールドはこう述べました。「主
要な生物間に中間型の化石証拠が
欠如しているという問題は、進化
が徐々に長い時間をかけて起こっ
てきたと説明しようとする時に常
にまとわりつく問題である。」7

彼は中間型化石が存在しないこと
を認め、ダーウィンが提唱した進
化が徐々に長い時間をかけて起こ
るという考えを否定し、生物の進
化はある地域で急激に起こるため
に中間型の化石は残らないという

「断続平衡説」を提唱しました。

　新事実がわかる度に次々と新説

から同時に出てきた動物たちが現
在世界中に生息しているというこ
とです。
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を発表しなければならない進化論
と違い、聖書の説明は真実が書か
れているので変わることがありま
せん。そのため科学に事実誤認が
あるとまるで聖書が間違っている
としばしば誤解されます。しかし
科学の進歩により新事実がわか
り、科学者たちの誤った認識が訂
正されると聖書の内容と一致する
ことが度々確認されています。
　聖書は、被造物によって創造主
の存在とそのご性質と永遠の力が
明らかに分かると述べています

（ローマ 1:20）。
　そして今回のミトコンドリア
DNA の遺伝子調査も、やはり被
造物が聖書の記述を裏付けること
を明らかにしました。すなわち、
聖書にあるように、すべての動物
は、種類に従って造られ、それは
長い年月をかけてではなく、天地
創造の文字通りの六日間で造られ
たということ、そしてノアの箱船

３2

種の９割が 10~20 万年前にほぼ

同時に出現していたというもので

す。
　彼がなぜこの結論に抗おうとし
たかは言うまでもないことです。
これは彼が信じていた進化論の考
え方を一蹴するものだったからで
す。彼は「地球上の 76 億人も、
5 億羽の家

いえすずめ

雀も、10 万匹のイソ
シギも遺伝的差違は『ほぼ同じ』
だった。」3 と AFP 通信に語りま
した。
　遺伝的属性がほぼ同じというこ
とは、ほぼ同時期にすべての生物
が出現したということです。彼は
その「時期」を 10 万〜 20 万年
前と推測したのです。
　そこでマーク・ストックル博士
は新しい進化論の説を提唱しまし
た。それは、「動物の種は、次の
生物に進化するか絶滅するまでの
ある短い一定期間しか生存できな
い。したがって、進化論では常に、

ら、今回のような研究結果がでる
のは当然のことです。
　ノアの大洪水が起こったなら何
が期待されるでしょうか。今から
約 4,500 年前にすべての地上の動
物は 1 つがいずつ（あるものは７
匹ずつ）箱船に乗り、洪水が終わ
って、地上で繁殖を始めました。
　すなわち、１つがいずつから同
時期に繁殖をはじめたわけですか
ら、当然個々の動物に見られる突
然変異による COI 遺伝子の差違は
同程度のはずです。
　さらに、創世記１章では、すべ
ての動物も植物も種類に従って造
られたことが記されています。す
なわち、鼠

ねずみ

は鼠、猫は猫、犬は犬、
猿は猿という遺伝的境界があっ
て、それ以外の種類にはならない
ということを、今回の研究結果は
明らかにしたのです。
　ダーウィンの憶測に反して、鼠
が進化して猫や猿になったりはし

ある時点で生きているすべての動
物は比較的新しく出現した動物だ
ということである」4 というもの
です。もちろん、これは進化論に
併せて事象を読み解いている、仮
説のひとつにすぎません。

　彼にとって予想外の結果はそれ
だけではありませんでした。それ
は、「種間には明確な遺伝的差異
があって、その中間はまず存在し
ない」5 というものです。「中間
種が存在しないという事実は、や
はりダーウィンを困惑させただろ
う」6 と彼は述べました。

　今回の研究の結果を進化論で説
明しようとするために、彼は非常
に苦慮し、苦肉の策で前述のよう
な新しい進化説を提唱したのでし
ょう。

　しかし聖書に基づいて考えるな

　　            白い家フェローシップチャーチ／賛美　　　　　                                 　　　チームネパール / ネパールの賛美　　　　　　　　　　　　　　　　　　

AACCJapan（AiG/KACR/GJ/AiG の講演者）        　　祝祷をする AACC 沖縄実行委員長／斎藤清次師　　　　　　　　　　チーム台湾 / 賛美             　　　　　　  　ジョン・アイズモー師　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師記念撮影
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講座・イベント案内

■創造を伝える働き人養成講座
　宮城・仙台　2018/8/27 ㈪〜 29 ㈬
　 千葉・勝浦　2018/9/17 ㈪〜 19 ㈬
        
■ジェネシスジャパン
　秋の創造セミナー
　2018/10/25 ㈭〜 27 ㈯
    ＠白馬グリーンプラザホテル

　詳細のお問い合わせ・お申し込み・
　　セミナーや講演のご依頼は、
　ジェネシスジャパンまで　

　第三回全アジア創造カンファレ
ンスが 2018 年 5 月 31 日から 6
月 2 日にかけて沖縄県の那覇バプ
テスト教会（一般）と沖縄世界宣
教教会（ユース・子供）を会場に
開催されました。
　アジア圏を中心とする 14 カ国
の講師と 17 カ国からの参加者で
一般参加者約 500 名、ユース・
子供参加者約 400 名といっぱい
になり、多くの方々から「参加し
て本当によかった」との声をいた
だきました。
　2017 年 5 月に那覇バプテスト
教会名誉牧師の国吉守先生に相談
させていただいたことがこの実現
につながりました。国吉先生は「こ
れは大切な働きだから沖縄の牧師
先生たちに相談してみましょう」

創造を伝える働き人養成講座

【募集要項】
・聖書の言葉が創造主の言葉だと信じる人。
・御子イエス・キリストを救い主と信じている人。
・創造を信じることの大切さを学び、伝えたいと 願っている人。

　　　講座の目的と概要　
＊創造主のみわざのすばらしさに感動し、
　その感動を伝える働き人が起こされる
＊創造論の講演に加え、創造論の背景とな
　る知識や考え方を少人数で学ぶ
＊創造を伝えるのに使える資料の提供
＊修了証授与（全日程参加者）
＊創造論を用いての個人伝道、CS や教会で
　のメッセージ、講演ができるように協力
＊創造論伝道で励まし合える仲間を育む

２泊３日５食・定員12名・参加費3万円
　お申込／詳細のお問合せは
　ジェネシスジャパンまで
　tel 029-292-9621 
　fax 03-6862-8340
　e-mail info@genesisjapan.com　

報告レポート

と力強く言ってくださったことを
思い出します。その後、沖縄の牧
師先生方が集まってくださり、沖
縄 AACC 実行委員会を立ち上げ、
定期的に会って準備を進めてくだ
さいました。途中で国吉先生の体
調のことがあって那覇ナザレン教
会の斎藤清次先生が実行委員長を
引き継いでくださいました。実行
委員の先生方と協力してくださっ
た方々に心から感謝いたします。
　また、2017 年春に開催した創
造を伝える働き人養成講座に参加
してくださった Y さんは、当時
ノンクリスチャンでしたが、講座
をきっかけに教会に通い始めまし
た。そして今回の AACC にも参加
し、バプテスマを受ける決心をさ
れたそうです。
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AACC 沖縄実行委員
大会終了後に撮影
こ の 他 撮 影 時 に 送
迎 な ど で 写 っ て い
な い 委 員 の 方 々 が
おられます。

　このことからも、日本において
創造を伝えることの大切さを思わ
されます。これからもジェネシス
ジャパンの働きを覚えてお祈りい
ただき、共に働きを進めていただ
ければ幸いです。


